
な
で
し
こ
公
園
は
、
郵
政
省
の
議
波
管
理
塔
跡
地
を
払
い
下
げ
、
平
成
四
年
度
か
ら
一
一
一
か
年
継
続
事
業
で
建
設
を
し
て
い
ま

す
。
公
園
国
は
金
白
川
河
口
に
位
置
し
、
海
と
燐
接
す
る
た
め
、
「
人
e

水
e

縁
@
出
会
い
の
広
場
」
を
一
7
1
マ
に
、
水
に
蛮
接

触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
市
民
の
憩
い
の
一
場
所
と
し
て
輸
錦
繍
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
北
側
部
分
に
な
で
し
こ
公
民
館
を
併
設

し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
に
も
役
立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
完
成
は
平
成
六
年
度
の
予
定
で
す
。

策
同
時
へ
六
十
日
川
)
と
子
供
の
広
場

へ
通
じ
る
散
策
路
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

ご
の
付
近
は
、
横
裁
を
し
た
修

景
的
安
一
閣
で
、
一
二
れ
の
高
さ
か
ら

公
園
内
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま

す。

山
か
ら
流
れ
出
る
水
は
、
川
と
か
な
広
が
り
と
な
る
場
所
で
す
。
道
蕗
に
葱
し
た
南
側
部
分
は
、

な
っ
て
、
や
が
て
海
に
た
ど
り
着
そ
の
果
て
し
な
い
怨
の
下
で
、
海
岸
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め
、

く
こ
ろ
に
は
、
豊
か
な
広
が
り
へ
水
平
線
を
銚
め
な
が
ら
砂
浜
を
歩
近
l

板
ブ
ロ
フ
ク
を
敷
き
つ
め
て
い

と
変
わ
り
ま
す
。
な
で
し
こ
公
閤
く
よ
う
に
、
公
開
闘
は
開
放
的
な
イ
ま
す
。
そ
し
て
、
海
、
波
、
空
、

は
、
金
呂
川
か
ら
海
に
流
れ
出
る
メ
l
ジ
で
、
「
青
く
広
が
る
水
と
鳥
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

河
口
部
分
に
隣
接
し
て
お
り
、
海
安
い
を
デ
ず
イ
ン
化
し
て
い
ま
ト
も
設
蟹
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
は
、

と

川

と

空

が

一

体

と

な

っ

て

、

豊

す

。

入

口

部

分

で

も

あ

る

た

め

、

エ

ン

;
i
l
i
島

問

込

}
i
s

ト
ラ
ン
ス
(
人
口
)
広
場
と
し

ap
議

撃

す

四

一

鴻

ペ

ヴ

人

説

州

市

て

、

ま

た

出

会

い

の

広

場

と

し

て

!
:
i
!
 利用して
い
た
だ
き
ま
す
。

公
閣
幽
の
金
白
川
川
寄
り
の
部
分
に
滝
に
な
り
ま
す
。
河
口
部
分
は
ゆ
さ
ら
に
、
四
季
折
々
の
花
が
咲

は
、
山
か
ら
流
れ
出
る
水
と
海
の
る
や
か
に
広
が
っ
て
、
淡
を
表
現
く
花
壌
を
巾
聞
か
所
に
造
る
の
で
、

波
が
、
一
つ
に
な
る
様
子
を
イ
メ
し
た
ウ
オ
ー
ル
(
壁
)
と
ぶ
つ
か
古
川
氏
の
皆
さ
ん
の
尽
を
楽
し
ま

i
ジ
し
た
「
流
れ
と
池
」
を
造
り
り
、
川
と
海
が
一
体
と
な
る
様
子
せ
る
場
所
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
す
。
山
か
ら
流
れ
出
る
部
分
そ
表
し
た
池
で
す
。
編
は
広
い
所
そ
の
ほ
か
砂
場
や
遊
具
を
設
置
し

は
、
一
こ
れ
の
一
一
角
さ
か
ら
落
ち
る
滝
で
一
一
一
十
M
町
長
さ
が
二
十
五
ぷ
あ
ま
す
。

と
、
上
段
(
…
M
M
γ

下
段
(
こ
り
深
さ
は
十
五
日
ン
れ
で
、
子
供

日
む
に
分
け
た
こ
つ
の
タ
イ
プ
の
た
ち
の
水
遊
び
場
に
も
な
り
ま
す
。

公
麹
内
の
檎
裁
は
、
緑
を
多
く

中

央

部

分

は

、

広

が

る

空

を

表

取

り

入

れ

て

お

り

、

一

一

高

木

の

ク

ス

現
し
て
お
り
、
「
雲
の
広
場
(
芝
望
で
き
る
ノ
キ
や
タ
ブ
ノ
キ
、
中
木
の
ツ
パ

生
広
場
こ
と
い
い
ま
す
。
悶
十
よ
う
に
し
ま
す
。
歩
道
橋
か
ら
公
メ
ガ
シ
や
カ
シ
ノ
キ
、
低
木
の
ア

五
れ
の
内
を
描
い
た
よ
う
な
自
由
麗
へ
は
、
ス
ロ
i
ブ
状
の
デ
ッ
キ
ベ
リ
ア
や
ツ
ツ
ジ
、
ク
シ
モ
ツ
ケ

広
場
で
、
総
合
公
溺
の
平
塚
の
は
量
り
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
な
ど
、
塩
害
に
強
い
木
が
中
心
と

ら
っ
ぽ
と
同
じ
よ
う
に
、
芝
生
が
り
、
滝
の
見
え
る
織
に
透
じ
る
散
な
っ
て
い
ま
す
。

広
が
る
多
間
的
空
間
で
す
。

西

側

部

分

に

は

「

子

供

の

広

露

r
J之
代
以
翠
震
を

場
」
が
あ
り
、
滑
る
・
登
る
@
渡

4
A
f
1
4
d
a
i
j
i
f
d

る
と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
遊
具
な
で
し
こ
公
民
館
は
、
市
民
窓
拠
点
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性

と
、
砂
場
を
鐘
き
ま
す
。
砂
場
の
口
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
お
り
、
の
こ
護
軍
耳
に
お
答
え
し
ず
ヘ
大
が

周
囲
に
は
石
そ
巡
ら
せ
、
汚
れ
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
ま
と
大
型
の
調
理
台
を
配
備
し
た

く
く
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
周
辺
で
、
延
べ
箇
擦
は
六
百
八
寸
八
平
調
理
室
も
で
き
ま
す
。

に

配

慮

し

て

、

機

裁

が

多

く

取

り

方

日

川

で

す

。

特

に

B
立
つ
の
は
、
市
立
公
民

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
由
墜
と
一
緑
の
屋
根
の
洋
館
風
の
館
で
初
め
て
、
お
年
寄
り
ゃ
身
障

建
物
は
、
公
園
と
一
体
性
を
持
者
の
た
め
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設

金
盟
問
問
を
一
議
た
せ
て
い
ま
す
。
議
ロ
ピ
ャ
に
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
震
は
平

で
き
る
歩
道
機
は
、
「
き
ら
め
く
海
と
な
で
し
成
五
年
度
の
予
定
で
す
。

こ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
、
ス
一

7
J
i
l
o
-
-
i
i
o
i
i
i口

金
白
川
に
隣
接
す
る
南
西
部
分
ン
レ
ス
製
の
さ
わ
や
か
な
レ
リ
I

郵
政
省
の
管
理
塔
跡
地
は
、
約

に
は
、
金
宮
川
の
堤
防
と
公
閣
を
フ
の
壁
霞
が
設
還
さ
れ
ま
す
。
一
万
平
方
幻
あ
り
、
そ
の
う
ち
公

結
ぶ

J9道
橋
を
設
け
、
歩
行
者
が
建
物
内
に
は
、
集
会
室
、
会
趨
部
分
が
八
千
平
方
日
刷
、
公
民
銭

安
全
に
県
道
を
横
断
で
き
る
よ
う
議
室
、
視
聴
覚
室
、
和
室
な
ど
が
部
分
が
二
千
平
万
灯
と
な
り
ま

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歩
設
け
ら
れ
、
地
域
の
生
涯
学
習
の
す
。

成人式で「はた

ちのメッセージj

を発表する驚藤真

ーさん(広111) 。

応募者54入の中か

ら 見 事 最 優 秀 賞 に

選ばれた礎藤さん

は、小さいころか

らの夢 l大 工Jを

諮 る 。 も う 一 人 の

最 優 秀 賞 平 盛 久 美

子さんは 6面で紹

介 。 ( 作 文 は 一 部

抜粋〕

私
に
は
生
涯
を
懸
け
た
夢
が
あ
て
話
を
さ
れ
た
o

私
が
質
問
を
す

る
。
一
級
詳
築
士
と
な
っ
て
父
る
と
、
叶
務
藤
は
連
築
学
科
だ
」

と
共
に
伶
事
を
し
、
社
会
に
業
献
と
鎖
か
ら
決
め
つ
け
た
。
先
生
は

す
る
古
学
で
あ
る
。
私
の
適
慢
を
見
抜
い
て
い
た
。
そ

父
の
織
業
は
大
了
1

棟
紫
(
り
れ
か
ら
、
暇
宇
目
見
つ
け
て
は
先
生

ょ
う
)
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
職
と
話
し
合
っ
た
。

父
は
「
お
前
か
設
計
し
た
家
を

私
が
建
て
る
の
か
。
そ
れ
も
い
い

な
あ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

高
校
三
年
生
に
な
る
持
、
私
は

進
路
を
建
築
学
科
に
決
め
た
。
現

在
は
、

S
先
生
に
勧
め
ら
れ
て
推

薦
で
大
学
に
入
り
、
建
築
学
を
学

ん
で
い
る
。

一
級
建
築
士
に
な
れ
た
ら
、
私

は
高
齢
化
社
会
に
向
い
た
住
宅
を

設
計
し
た
い
。
現
住
の
住
宅
は
、

お
年
寄
り
に
透
し
た
設
備
や
配
慮

が
な
い
。
痴
呆
(
ほ
う
)
症
や
寝

た
き
り
の
お
年
寄
り
を
、
家
庭
で

人

で

あ

る

。

幼

少

の

こ

ろ

、

父

に

仕

方

な

く

施

設

よ
く
建
接
現
場
へ
連
れ
て
い
っ
て
へ
預
け
る
が
、
老
人
ホ
T

ム
も
ま

も
ら
っ
た
。
隠
的
の
所
へ
素
翠
く
た
、
多
く
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て

移
動
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
何
本
満
足
す
る
も
の
で
は
な
い
。

も
の
く
ぎ
を
、
げ
ん
の
う
で
打
ち
お
年
寄
り
を
家
探
か
ら
離
し
て

込
む
。
そ
ん
な
父
を
一
死
て
、
私
は
は
な
ら
な
い
。
在
宅
ケ
ア
に
応
じ

驚
き
、
父
の
真
剣
な
臼
が
頼
も
し
た
住
宅
5

設
計
が
必
要
で
あ
る
。
体

く

感

じ

た

。

が

不

自

由

で

も

、

無

理

な

く

使

用

「
大
き
く
な
っ
た
ら
何
に
な
る
可
能
な
風
呂
や
伊
婦
の
設
援
を
行

の
つ
」
と
開
聞
か
れ
る
と
、
「
大
工
う
。
車
い
す
で
移
動
し
や
す
い
よ

さ
ん
/
}
と
答
え
る
の
が
、
私
の
う
に
、
廊
下
の
憾
を
広
め
に
し
た

小
さ
い
こ
ろ
の
決
ま
り
文
句
だ
つ
り
J

床
の
一
段
差
を
最
小
阪
に
抑
え

た

。

る

気

配

り

が

不

可

宍

た

。

高
校
二
年
生
の
終
わ
り
ご
ろ
、
私
は
、
人
に
優
し
い
設
計
を
続

5
先
生
が
授
業
中
に
進
路
に
つ
い
け
て
い
き
た
い
と
患
っ
て
い
る
。



今
か
ら
約
一
一
百
五
十
年
前
、
け
ら
れ
た
と
問
聞
い
て
い
ま
す
む

中
留
の
船
が
漂
着
し
た
と
き
、
一
月
か
ら
三
月
ご
ろ
ま
で
お

助
け
て
も
ら
っ
た
お
礼
に
と
鋭
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
の
で
、

文
B
船
長
よ
り
贈
ら
れ
た
大
き
そ
れ
ま
で
は
部
鐙
に
飾
り
、
毎

な
果
実
が
。
ア
ク
ネ
ボ
ン
タ
年
ふ
る
さ
と
の
香
り
を
蒸
し
ん

ン
u

の
由
来
で
、
そ
の
名
前
は
で
い
ま
す
。

議
文
旦
の
名
前
に
ち
な
ん
で
つ
③
平
一
塚
に
伎
ん
で
の
感
想

家
の
窓
か
ら
見
え
る
湘
南
平

の
縁
が
い
い
で
す
ね
。
広
報
紙

…rん
旦
号
で
湖
南
平
の
同
開
発
に
つ

い
て
知
り
ま
し
た
が
、
観
光
資

源
と
し
て
の
開
発
で
は
な
く
、

自
然
を
生
か
し
な
が
ら
、
身
近

な
市
民
の
た
め
の
公
密
に
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
(
高
根
)

{
首
奪
務
自
分
の
ふ
る
さ
と
を

語
っ
て
い
た
だ
く
コ
!
ナ
1
0

ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
平
塚
に
住

ん
で
か
ら
の
感
泊
心
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

〈
〉
送
り
先
守
山
凶
平
塚
南
浅
間

町
9

1

平
塚
古
広
報
広
穂

課
「
私
の
ふ
る
さ
と
」
係
(
内

線
一
三
四
)

で
生
ま
れ
ま
し
た
。
湘
南
地
7
れ

の
よ
う
に
明
る
く
の
び
の
び
と

育
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

。
引
仙
の
、
hyや
さ
し
に

阿
久
根
市
と
い
え
ば
、
一
刊
と

二
信
い
っ
て
も
ゑ
庄
一
云
日
本
一
の
ボ

一
一
出
ン
安
ン
で
す
持
。

第 498務

自
由
治
子
さ
ん
(
お
歳
)

h
H
私
の
家
族

転
入
し
て
約
二
年
三
か
月
の

三
人
家
族
で
す
。
長
男
は
字
塚

一
月
二
ト
六
日
は
法
隆
寺
金

堂
の
壁
震
が
焼
失
し
た
日
(
昭

和
二

T
四
年
)
に
あ
た
る
た
内
日
出
子
「
♂
前
立
翌
観
世
音
答
緩

め
、
こ
の
口
れ
を
文
化
財
防
火
デ
像
を
は
じ
め
、
数
多
く
の
文
化

l

〈
文
化
庁
・
消
妨
庁
)
と
{
疋
鮮
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

め
、
毎
年
こ
の
日
を
中
心
と
し
私
た
ち
は
祖
先
の
絶
ゆ
ま
な

で
人
主
的
約
に
文
化
財
防
火
運
動
い
努
力
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
、

が
展
開
閉
さ
れ
て
い
る
。
長
い
歴
史
の
中
を
受
け
継
い
で

市
で
も
、
毎
年
こ
の
臼
に
併
き
て
い
る
文
化
財
舟
ヘ
よ
り
よ

せ
て
問
、
殿
、
市
の
指
定
と
な
く
保
存
し
後
世
に
伝
え
て
い
く

つ
て
い
る
重
要
文
化
財
が
防
火
大
切
な
役
河
を
負
っ
て
い
る
。

基
準
に
あ
っ
て
い
る
か
検
査
す
こ
の
文
化
財
紡
火
デ
を
契

る
こ
と
に
し
て
い
る
。
機
に
、
文
化
財
を
大
切
に
す
る

市
内
に
は
、
国
指
定
書
文
と
と
も
に
災
窓
口
か
ら
守
る
よ
う

化
財
と
し
て
下
吉
沢
地
返
松
岩
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

五
境
内
に
あ
る
木
造
不
勤
務
支
官
守
護
光
携
帯
金
両
国
一
護
軍
愛

市
で
は
、
高
齢
化
社
会
の
進
む
一

V
対
象
窃
体
①
保
健
@
医
療
・

今
臼
に
お
い
て
、
一
一
土
世
ね
に
一
一
福
祉
毘
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
附

向
け
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
よ
一
体
、
民
間
シ
ル
バ
ー
サ
、
ビ
ス
車

り
よ
い
保
健
福
祉
マ
ピ
ス
を
短
一
業
者
鐙
石
記
以
外
で
認
;
否
い

供
す
る
た
め
の
「
老
人
保
健
福
祉
一
を
希
望
す
る
団
体

計
画
」
作
成
の
準
備
を
進
め
て
い
一

V
話
し
合
い
の
内
容
①
市
町

る

。

(

計

遜

の

資

料

提

供

な

ど

)

品

な

お

、

民

体

側

(

す

で

見

、

提

言

一

同

)

あ

た

り

、

マ

申

込

期

間

1
月
刊
日
日
(
口
パ
)

ー
町
四
日
(
金
)

マ
申
込
先
福
祉
厳
策
謀
高
齢
ん

社
会
対
策
担
当
(
内
線
五

O
五
)

な
っ
た
。
ぜ
ひ
、
主
危
を
。

布
陣
成
樹
談
愛
お

i
一
一
一
一
山
内
線
二
九
一
一
一

〈
〉
人
権
法
樟
相
銭
円
:
月
四
日
(
火
)
、

2
月
2
日
(
火
)
、

〈
〉
行
政
苦
情
相
談
{
日
時
L
日
時

〈
〉
一
蛤
法
捧
相
殺

1
月
四
日
(
水
)
、
訂
口
]
(
水
)
、

2
月
3
E
(
水

J

、
印
日
(
水
)
、

予
約
制
(
電
誌
で
も
可
)
、
日
時
今
国
時

。
輩
記
、
棋
哉
、
潤
議
相
談

2
月
四
日
(
金
)
、
日
時
3
同
時

〈
〉
一
額
市
民
相
談
惇
週
月
r
、
金
曜
日
、

9
時
1
日
時
(
日
常
呂

は
除
く
)

。
消
欝
生
洛
扮
説

1
月
ロ
日
(
金
)
、
四
日
(
金
)
、

2
一一月
5
日
(
金
)
、
日
日
(
金
)
、

9
時
1
日
時

〈
〉
定
剖
年
金
相
談

2
月
比
日
(
木
)
、
四
時
1
日
時

八
〉
下
請
取
引
相
設

i
丹
幻
日
(
木
)
、
日
時
泊
分
1
日
時

。
住
増
相
識
(
新
搭
補
棲
な
ど
)
1
月
四
日
(
火
)
、
日
時
3
日
時

心
一
発
明
考
諜
特
許
相
談

2
月
8
日
(
月
)
、
四
時
3
日
時

糸
、帽問

務
少
年
相
談
愛
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
お
!
合
一
一
二

月
1
令
曜
日
9
時
5
日
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

や
悩
会
主
は
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
砂
ぉ
!
七
八
一
一
…
。

月
J
i

、
之
曜
日
9
時
i
四
時
却
分

矯

役

会

銭

お

i
一一一一一一一一一一一

心
心
続
ご
と
相
緩
毎
潤
月
曜
日
、
日
時
5
日
時

。
専
門
(
法
捧
、
金
融
、
性
宅
、
滋
曜
)
相
談

2
月
四
百
(
木
)
、

日
時
3
日
時
予
約
制

。
生
活
貰
揖
相
経
笹
沼
丹
3
金
曜
日
、

8
時
間
分
ら
げ
時

八
〉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
説
毎
週
月
1
金
曜
白
、
8
時
泊
分
3
口
持

〈
〉
結
婚
相
談
持
潤
日
曜
日
、
日
持
1
日
時
(
第
3
日
曜
日
酷
く
)

〈〉母
4
7
相
識
@
寧
鹿
児
議
相
識
毎
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
1
日
時

〈
〉
高
齢
者
職
業
相
談
毎
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
却
分
jI3
同
時

。
購
入
相
談
毎
月
第
2
木
曜
日
、
日
時
1
日時
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し
た
。単

柄
引
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
勢

の
人
た
ち
が
沿
道
や
ス
虫
i
ト
・

ゴ
ー
ル
地
点
に
つ
め
か
け
、

γ

八人

か
ら
子
供
ま
で
幅
広
い
層
の
人

た
ち
が
、
今
年
の
意
気
込
み
を
か

け
て
走
っ
て
い
る
様
子
に
、
滋
か

い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
(
え
と
)
は
、
習

(
と
り
)
で
す
。
み
な
さ
ん
、
鳥

の
よ
う
に
大
空
高
く
羽
ば
た
い
て

実
り
多
い
年
に
し
ま
し
ょ
う
。

り、一
の
税
金
は
二
分
の
一

で
、
次
に
該
当
す
る

i

し
て
い
る
方
は
、
二
月

(
汚
)
ま
で
に
、
資
産
一
校
組

い
る
方
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
…
係
(
市
内
線
…
一
八
八
)
に
申
告
を
。

の
償
却
資
慮
宇
申
告
し
て
い
た
だ
一
マ
申
告
を
必
要
と
す
る
土
地

m

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
一
平
成
4
毎
Z
汚
2
日
か
ら
5
卸

1

例
年
、
申
告
自
制
限
が
近
づ
く
と
一
月
1
日
ま
で
に
農
埼
山
林
な
ど

窓
口
が
滋
雑
す
る
の
で
、
で
き
る
一
を
転
用
し
、
ま
た
は
住
宅
用
地
以

だ
け
一
月
二
十
日
(
本
)
ま
で
に
一
外
の
宅
地
か
ら
住
宅
用
地
と
以
っ

申

告

を

。

…

た

も

の

③

前

記

と

問

じ

期

間

る
一
一
〉
対
象
と
な
る
健
却
資
産
土
地
一
に
、
住
宅
山
内
地
か
ら
非
佐
古
局
地

送
一
家
屋
を
除
く
事
業
用
有
形
資
産
一
と
な
っ
た
も
の

均
一
(
山
間
一
一
え
は
、
備
品
、
工
具
、
機
械
一

一

一

蓄

な

ど

)

て

そ

の

減

傍

若

一

家

屋

を

取

り

口

一

票

所

得

計

算

上

、

援

金

ま

た

は

一

壊

し

た

と

き

ち
一
必
要
総
鶴
田
と
し
て
欝
入
さ
れ
る
も
一
宇
。

九

九

一

の

。

一

家

思

議

登

、

一

百

喜

一

な

ど

を

合

桜
一
マ
申
告
期
限

2
月
1
口
二
月
二
む
)
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
必

腕
す
問
い
合
わ
せ
先
霊
草
償
一
ず
連
絡
を
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

綴
一
却
資
産
係
(
内
線
二
九
一
〉
一
く
と
、
間
引
き
絞
さ
陶
定
資
定
泌
が

一
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。
資
比
税
制
部

…
家
一
麗
係
(
内
線
一
一
八
七
)
に
お
尋

ね
を
。

道
路
用
地
は

所
有
し
て
い
る
土
地
の
一
部
が

公
衆
用
道
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
そ
の
道
路
部
分
を
分

筆
し
、
登
記
が
字
し
た
と
き
に
一
平
成
二
年
一
月
一
一
忠
告
一
一
年

届
け
出
を
。
公
共
道
路
と
し
て
役
一
一
汚
言
ま
で
の
開
聞
に
、
市
街
化

に
双
つ
道
路
に
凝
り
、
届
け
出
の
一
区
域
内
に
お
い
て
取
得
し
た
…
二
十
日

ゆ
一
翌
年
度
か
ら
非
諜
税
扱
い
と
な
一
一
二
十
平
方
れ
以
上
一
千
辛
方
好
京

駅
一
る
。
資
産
税
課
土
地
点
開
(
内
線
二
一
瀬
の
土
地
の
中
で
、
建
物
や
施
設

も
一
八
八
)
に
お
尋
ね
を
。
一
な
ど
に
有
効
邪
馬
さ
れ
て
い
な
い

戸

一

一

土

地

に

対

し

て

、

向

こ

う

十

年

間

引

一

住

宅

用

地

を

一

特

別

土

地

保

有

税

が

か

か

る

。

ま

れ

一

変

吏

し

た

方

一

た

、

昭

和

六

十

一

年

一

月

一

日

以

士

一

一

際

に

、

市

内

に

お

い

て

合

計

面

積

一
土
地
に
か
か
る
宿
定
資
謄
税
の
一
で
一
千
平
方
灯
以
上
の
土
地
を
政

一
う
ち
、
住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
用
一
得
さ
れ
た
方
に
も
向
税
が
か
か

一
さ
れ
て
い
る
二
百
平
方
針
未
満
の
一
る
。
資
康
税
課
土
地
係
(
内
線
一

一
宅
地
の
税
金
は
自
分
の
…
と
な
一
九
O
)
に
お
尋
ね
を
。



(4) 玄容認定5年守舟守 58らつわも

2.磯員給与費の状況(普通会計予算)

3.車通掲の平均絵料月額及び平均年鈴の状況{平成4年4月1日現在)

財
政
諜
で
は
、
平
成
問
問
年
度
上
半
期
(
平
成
山
間
年
開
月
一

B

i
九
口
付
三
十
門
口
)
の
財
政
伏
況
を
公
表
し
た
。
市
の
財
政
は
市

民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
主
と
し
て
、
間
関

や
擦
の
支
出
金
、
競
検
事
業
の
収
益
金
、
十
巾
僚
(
借
入
金
)
な

ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

か
を
知
っ
て
い
た
た
く
た
め
、
毎
年
六
月
と
十
二
月
に
公
表
し

て
い
る
も
の
。
ま
た
、
殺
員
諜
で
は
、
融
制
員
の
給
与
等
の
状
況

を
公
表
し
た
の
で
併
せ
て
お
知
ら
せ
す
る
。
詳
し
く
は
、
各
担

当
課
に
お
尋
ね
を
。

4年号月末現在)

llU 予 算額 構成上七

:計 697億5.宮00方向 45.4%

z計 734犠0，509方向 47.8%

t事 業 395億6.168万河 25.8% 

二億燦保検事業 部 億0.814万円 6.2% 

f改造事業 7億0，300万円 ι5% 

に道事業 132億7，105万PJ 8.6% 

I施設用地取得事業 3億0，456万円 0.2% 

dセンター 1億 0，140万円 立1%

E災害共済事業 6，300万円 。0%

E物地方卸売市場事業 3， 340~庁内 0.0% 

?公溺用地取得事業 9億4，284万円 自己%

、保健医療事業 的 億1，602万円 5.8% 

審議会計 104犠2，167フヲ汚 6.8% 

言t 1，53%霊8，576万内 100% 

の
予
算
は
六
百
九
十
七
億
京
千
九
清
掃
施
設
(
五
千
九
百
万
円
)
、

吉
万
円
と
な
っ
た
。
農
業
・
水
産
施
設
(
一
二
億
八
千
六

予
官
官
詰
品
開
目
撃
事
業
謀
議

J

民
元
官
沼

円
で
あ
っ
た
が
、
四
十
一
億
七
千
平
成
忘
年
度
競
輪
事
業
収
益
金
営
住
宅
(
一
一
一
千
六
否
万
円
)
、
消

九
百
万
円
の
補
正
を
行
っ
た
絡
は
四
十
九
億
五
千
万
円
で
、
福
祉
妨
施
設
(
一
億
七
平
八
百
万

果
、
九
月
末
日
現
夜
の
一
般
会
計
施
設
(
六
億
一
千
一
一
百
万
円
)
、
回
日
)
、
教
育
施
設
(
十
八
億
九
千

九
百
万
円
て
そ
の
他
(
一
簿
二

千
四
百
万
円
)
に
使
用

g
れ
た
。

れ

υ抗

円

円

内

円

円

河

内

λ

=

0

8

9

5

8

5

5
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7
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5

4

3

8

普

8

0

5

5

3

9

J

5

リ

お

訂

1

7

2

m

倒

住

1

1

3

m
丹
丹
内
丹
田
川
河
内

(

3

1

3

4

3

2

6

 

撒

組

組

2
;

漁

税

1

7
7

ヂ

品

川

税

税

税

僻

税

扶

t
漉

車

に

地

税

計

ヰ 車車員の初任給の状況{平成4年 4月1日現在)

草 寺寺翠IJ綴の緩聾著書事の絞i克{平成4年4月 B現在)

fを

総務iIi緩}

報機{月額7

議会費百おう4

苦ま基E

3}守30
午後 5蒋30分開演

きと



Ab

命
全
輪
民
世
削
水
士
山
肉
通
産
合
人
事

会

殺

到

競

属

都

下

都

食

交

ホ

総

老

仲

間

一

特

病

合

霊童林

童寵49S望号〈ち〉

令、
rz
な
大
会

噌

I
R
M
B
(臼
)
9持
平
塚
市
民
口
11i

ド
レ
ー
ス
大
会

φ
1
月
訂
臼
(
日
)
9時
月
例
少
年
少
女
マ
ラ
ソ
ン
大
会

・2
月
7
日
(
臼
)
ぬ
時
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会

ふるさと

翻淡∞~
襲翼演

センター恭一ん
e入場料 務号 AJ緒1.500F号

事線香軍券 市民センター、チケットぴあ〈長崎溢，齢、ヤンレイレコー

ド(ラスブo4降雪)、綴主主主廷楽器f品、サクラ害f占本沼、花本番j苫

媛電話予約市民センター(窓言語32~2235) 、チケットぴあ(電話03 …5237
9999) 

く〉見F結合手事務室賀(電話31--3田 7)

e 開捜癒罰 卓球、バドミントン、パスケッ

ト、軟式庭球 (~~16時〉、バレ…(四時

• 1 }'I 25滋(j寺)午後 1 袴~8 終

守S蕊{月) ff 

く〉金額公渓童営体苦言議室(電話31--21話)

〈護公渓務体務童書(電話58-.-0101)

く〉事車問公渓童書体事憲章宮(電話出 0239) 

011塁手露公民館体予著書室〈電話31-2お 5)

・関雄種目 バ レ ー (9 時~13時)、パドミ

ントン、卓球〈日時~16時)、パスケット

(16時~20時)

ヲ18弱
• 2 J事 E
• 2ヲ158

酷
吋

0
0
 

後午~

M

H

M

M

 

融
吋

〈〉第
5
間
同
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
雨
期
融
問
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

'
1
月
初
日
(
土
)
9持
、
お
呂
(
門
口
)
9碍

揖
有
料
(
一
般
二
千
円
、
大
i
中
学
生
一
千
五
苔
丹
)

〈
〉
ぞ
の
ほ
か
の
業
な
大
会

e
l
月
口
臼
(
臼
)
9同
町
中
ブ
ロ
ッ
ク
中
学
校
新
人
戦
(
梁

道
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
)

e
1
月
山
抗
日
(
門
口
)
9
時
神
奈
川
県
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
機

・2
月
7
日

(
B
)
9時
神
奈
川
県
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会
新
人
戦

'
2
月
日
比
日
(
門
口
)
9
跨
神
奈
川
県
卓
球
選
手
権



(6) 

マ
観
覧
料
一
般
五
百
河

内
)
、
大
'
高
校
生
一
一
J
日
向
(
二

百
四
十
円
)
、
中
e

小
学
生
百
向

(
八
十
円
)

捕
(
)
は
初
人
以
仁
の
間
体
料
金

j 、しノ --40L 1 ¥ f 11 

3JJJ3[! (_U ~14[1 (11) ! 

2バ2611 (世) ~2B!f (i1) 

2 J]27lJ (-1:) ~281f (l j) 

3 n 6 11 (り ~71! (!l) I 
2月27[j U:) ヘ~2811 (11) 

2 }-j28H (11) 

3兵]6 lJ (上)、 7II (11) i 

3Jj6 H  U二) ~7 L1 ([1) 

3月 6 ('_U~7H(LJ) 

3 fJ14fl ([1) 

3Fl6H  (士) ~7 H (111 

3 n 6 U (土) ~7 eJ (け)

2月 13[3 U-') -~14H (ll) 

3Fl6日(七) ~7 U (H) 

3月 6H (主) '~7 H (H) 

3月 13日〔主) ~14 臼 (H)

3月 6臼(土) ~7 日(日)

2月 27日 {ゴニ) ~28日 (日)

3月 6 EJ (ごと) 九日 7H (日)

3月 6日 (ヰニ) ~7 臼 (臼)

3fl7臼(臼)

3汚 13日(土) ~14日(白)

3月 13日(土) ~14日(日)

2丹羽白(七) ~21 日(日〉

3 月 6 El (二士 ) ~7 日 (日)

-定員 1<.高校生 10人〈先着踊〉

・ 教 材 艶 1，000円

世間舘時間

火~主曜日 9 時~21時30分

(日曜日のみ 9 時~-17時)

ずr悼貧富田 毎週月曜日、 2月 II日

食青少年金鵠

千254揖間町12--41 電話32--7029

ちづ弘 ど守で

""" 

公民館怒っりの回線

公民館まつりのu税が決まった。 日

ごろの公民館活動の成果の発表や地域

のふれあいの場として、今i出も多くの

惜し物が}日怠される。お出掛けを。

平成己主手1月号 68
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械重幸

治構

2 16日。 13ゃ 00へ 14: 00 

2汀 16fl 曾 14. 30-~15 20: 

21-1 16H. 15 : 30--16: 00 I 
3 日 17[，キ φOO~16' 00 

4日 1SU・13 30'~14: 30 

4 18H • 15 ョ OO~.16 00 

5 19f3・13. 30~14 30 

S U 19日明日:00---16 00 

9日 23ll・13 00---13: 50 

9円 23H・14:00--14 : 30 

9 口 23EJ・15:00--16 : 00 

lOU 24日 .15:00--16: 00 

25f-::!・ 13 叩 --13:30 

25日。 13‘ 40--14:30 

25日・ 15: OO'~16 00 

12[=] 26B' 13: 30--14‘ 30 

12fJ 26日・ 15 00--16: 00 

輔てFらつか

合理軽E菌会
(Jl 1月日臼 (S) 10時・日時 3階ホーノレ

j欄村直巳物語J140分

2 FJ 7日(釘) 10時。 14時 3階ホーノレ

{グリックの冒険J85分

102月 14臼(自〉日時・ 14時 3糖ホーノレ

lフック」

e 時間同時~20時30分

。会場美粥蕗アトリヱ3

今議部版向京藤IJI惇氏

民 高 校 生 以 U2人〈拍選〉

・孝支~1多を つQF'j

し込み lF:!24けまでに仕援はがきで

、c開館時間 9 f1寺30分~16時50分

じ体安玄関 毎週月耀円、 2Jj 3日--5日(設

犠保守 J 検)

r美術館キ2つ4説八:幡1-1-3 電話35--2111

む 1月241ヨ(1ヨ)10時.14時 3轄 ホ …Jレ
「レナードの輯j120分

v開誼時間

火~日曜日 9 時~16時50分

〈金曜日のみ貸出室、参考室は 9 時~j8時

50ラテ〉

立体舘日 毎週月曜日、月末、 2月11日

食中央図審酷

=f'25T，i:!時的袋守12--41 護主言語31~0415

合ボランティア養成議室雪会

脱力韓害者に境、工つ占宰を学んでみる心

念日和 2 Fl 13fl~3 月 27 日(除く 3 月 20 日)

の信週土曜日、全 6

今日年百 14日k予へ'16fl:"}

ー会場 冴少年金倉窓会合室B

トギャラリー

亡者小校給l剥脱}

合持1I討 1}il41-1 (み~) ~.17 日 {日)

[波の子作品脱(給制⑤立体作品川

ー期間 1月20Fl (ノ'}¥_) ~26日以く)

{現伐美術のむ日(削・木思闘は

・期間 1 fJ27H (水) ~2 n 2日 (火)

[子f共ifJ:.fim長]

期 間 2J-]12[j (今) ~16口(火〕

たワークショッブ「銅版額」

シャガール版両展に関連した軒版!訴のワ v

クショップで、初めて体験される力が対象。

銅服酬の全行詰を学んでみる。

今けれ: 2Fl 2 日 ~3 JJ16日の恒週火曜n、

ゴト 71;_'1

安寺期終日IJ~r砂浜の発見漂着物の窓界j
龍着物を拾う会で集めた問料を過して、相

横簡の自然やその変化について紹介している。
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ー日時 ι JI29[j (令〉四時卵子初分

会場博物 酷 科 学 教 室 、 民 L <寺加自由〉
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ちH博物輯 〒桟制限112--41 屯話33--5111 
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から 1年以上 1年 6か月以内に 1

[81受ける

盤曹撞方法市民需院 a 共梼摘院の

みで年閉そ通じて接種できる。接

輔自は医師とご相談そ

関 料 金 無 料

盟 探 険 誌 、 母 子 鴎 鹿 手 棋 を 持 害

(7) 

骨環盤センター

中堅34-17 電話34~03日

駅前パスターミナル 5番縄中里

経 由 臼向間行または諏訪町経由市

民荷騎行「医祭実センター前J下牽

骨平場樺櫨所

豊扇町 2-21 電話32-0130

駅 前 パスターミナル 2番組事野

駅行「 営林署前JT主義
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l

i

l

l

I

l

l

i

-

-

一

マ

仕

事

の

内

容

①

ア

ン

ケ

ー

ト

一

妊

ω

時

と

・

一

、

課

市

民

q
d
M同
(
内
線
一
六
一
一
一
)
へ
の
ン
、
ト
ラ
ム
セ
ソ
ト
、
ス
テ
ン
レ
ス
ジ
一
の
罰
建
②
モ
ニ
タ
ー
会
議
'
研
一

生

2

習

方

一

'

一

一

一

1

G

e

i

-

-

d

y

一

引

時

方

時

衛

額

三

〉

時

し

一

長

「

j
、
争
議
り
た
い
物
女
子
子
供
服
(
2
3
7
、
石
油
ス
ト
;
フ
ミ
息
子
し
一
修
会
へ
の
出
席
、
③
商
品
の
品
一

三

U

ぷ

官

制

的

サ

配

一

議

3
料
契

3
課
)
、
紙
お
む
つ

(
M
て

て

も

ベ

機

、

ひ

な

人

市

一

字

価

格

な

ど

に

認

す

る

望

一

5
r三

時

分

白

一

色

拡

饗

ピ

]

カ

、

ベ

ビ

l

パ

ス

ベ

ヒ

カ

心

諮

っ

て

暗

し

い

物

言

(

男

子

一

③

消

費

生

活

に

号

室

…

。
3
L
3
後
一
寸
ユ
ト
ム
ト
¥
!
シ
ー
ト
、
ベ
ピ
!
ベ
ツ
い
、
チ
ャ
ィ
3
哉
、
交
子
4
識
)

D

D

型

ベ

ピ

!

力

一

一

…

説

法

話

…

…

一

一

一

み

な

[

勇

て

ん

一

合

わ

せ

れ

U
U
V訪
日

月

下

九

日

叫

ん

川

内

片

付

山

一

一

時

計

一

(

芦

円

一

欄
t
J
M
午
此
輔
ん
ァ
ア
み
午
蜘
一
が
増
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
を
い
た
れ
て
捧
製
ゆ
り
か
ご
、
章
、
パ
イ
脚
、
炊
飯
ジ
ャ
i
ハ
ソ
コ
ン
ブ
ソ
ン
一
寸
応
募
販
問
2汚
1
門
口
(
月
)

{
日
中
操
百
さ
り
日
中
試
〈
臼
の
一
だ
い
た
と
き
に
ほ
、
既
に
決
ま
っ
て
い
ブ
ハ
ン
ガ
ー
、
木
製
学
習
机
、
げ
た
タ
!
、
家
庭
用
コ
ピ
1
機
、
子
供
用
一
5
3
月
1
臼
(
月
)

欄
川
棚
桝
別
立
山
間
馳
常
時
一
る
物
も
あ
る
の
で
ご
了
雪
。
箱
、
ふ
と
ん
乾
燥
機
、
都
市
ガ
ス
用
力
輪
車
マ
応
募
先
地
域
づ
く
り
諜
霊

翻

2

2

2

翻

2
一
不
用
品
後
録
情
報
は
、
地
域
つ
く
り
ス
レ
ン
シ
、
ヒ
ア
ノ
、
エ
レ
ク
ド
生
活
係
(
内
線
二
六
一
一
一
)

開相讃日 華i腹水曜日

舗時間今前 9 時30分~lO[侍 30分

盤会場保鍵センター

盟内等体罰測定、栄費、時気、背

て方、予防詩輔のことなど

輔f二J+憧 f交手帳そを持参

香容

瞳種目は

シ (1歳 6か月見のみ)を持参

[3カ、月j足]

2713 E1 4ヂ'flOJ1 1 日 ~lO fJ rjミ

2月]7f i 4 tnoJ ]11[-] ~20日生
2 }J24[J .1 fド lO fJ 211+~31H/:j:

[1識 6力、月児]

• 2 Jj 2 全f1) } U~~ lO H ノι

o 2fj91'1 :::1分 8f:l11r1--20U生

2f1l6l'! 年 8fj21H--:nU::'芝

[ 3歳児]

2 fJ 4 U 

2 J-.j 18H 

2 J-J 25 E] 

ちや
す平塚市横内393H横内団地10---108

レストランアゼリアにお勤めのと橋

徹さん (22歳)と恵子さん (21歳)

の長男。体重11kg、身長80.5cm、平

足立 4年 2月 4日生まれ。

9か月で主歩き始めた億二尽くんはだ

れにでも愛1:~が良くみんおの人気

者。タトに出るのが大好きで、ママと

散主訴するのがH謀。パパは卓球のi握

手で休みの EJは総合体育館で練習を

見せてくれる。できれば卓球の選手

になってほしいとママ。

盤対象 1語以上 6議未満白羽劫

児。 1議 6か丹から 3麓までの間

に受けることが望ましい

輔捧種方法開業医、病院で接積を。

接糧自は隠 師 と 相 識 を

購料金離料

購保韓吉正、母子盤接手帳を持害

騨対象 2議 6I!、月までの乳幼児

覇相読日 2月 Z目、 15日

臨時間午前 9時~10時

盟 申し 込み 電話で苧壇保瞳所へ

もしもし緩産量栂談
自分や家接の健康について、心配

ごとがあったら、何でもお気軽にご

相談を。イ保健婦が担談。こ応じる。

相談日 毎週月曜日と木曜日

午前10時~午後 4時

電話 (34) 1 2 2γ  

48か所

年間(4月 1fヨ~ 3 J'131B) 

使用者及び使用場所は

抽選により決定する

年額84 ，∞01巧~144 ， OOO円

1 月 14 臼 ~l 月 29 日

送路総務課占照係(内線468)

く〉とき 2f118 El術~20 El伐j

く〉コース平塚一高UJノ 即

一高llJ(治) 高山市内見学

滋泉(!台) 東尋坊一越話料

く〉襲警湾 46，∞0円 (先着45人)

。問い合わせ交流毅告書課(内線596)



くお〉平成主五年号湾守主5叡

平
時
晴
市
学
校
給
貴
金
で
は
、
平
成

5
年
度
目
子
技
結
賞
用
意
材
料
の
納
入

な
希
望
さ
れ
る
業
者
の
悲
操
申
請
を

受
け
付
け
る
。

マ
申
請
用
紙
の
交
丹
2
月
四
日

(月

)
1詑
臼
(
金
)

円

v
申
請
の
受
け
付
け
Z
丹
田
臼

(月
)
1油
田
(
金
)

涼
一
時
捕
は
い
す
れ
も
午
前
9
時〈!?午

後
4
時
却
分

守
交
付
咽
畳
付
先
学
務
課
揮
韓
一
給

金
保
(
内
綿
五
二
一
)

一
鞠
欄
酷
吋
霧
器
時
安
藤
酔
鶴
棟
一

平
環
栗
原
ホ
ー
ム
て
は
、
利
用
者

の
介
助
を
し
て
い
た
だ
く
臨
時
寮
母

を
鼻
集
す
る
。

中
募
集
人
口
周
回
麓
ま
で
の
女
性
若

干
名

マ
勤
務
臼
躍
趨
汚
ら
金
曜
日
、
午

前
日
時
t
午
後
4
時

マ
驚
金
臼
額
四
千
三
混
同

号
一
私
の
子
供
は
遜

1
1
1

学
の
た
め
に
平
塚

釈
ま
で
自
転
車
に
乗
っ
て
、
西

口
の
無
料
駐
輪
場
に
畿
い
て
い

ま
す
が
、
九
時
吋
ご
ろ
に
行
く
と

鐙
き
壌
が
な
い
と
寄
っ
て
い
ま

す。
公
一
溝
口
幸
τ泌
さ
な
い
自
転
車
は

こ
れ
か
ら
も
っ
と
利
用
さ
れ
る

べ
き
で
す
。
婦
の
広
い
多
遂
な

ど
を
駁
輪
場
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
は
む
き
な
い
で
し
ょ
う

勺力一(
ふ
じ
み
野
大
沢
く
み
Z
J
さ
ん
)

市
で
は
平
塚
駅

周
辺
を
版
画
串
自
転

併
せ

事事498務

マ
受
付
期
間

1
丹
羽
白
(
丹
)
i

話
日
(
火
)

マ
申
込
先
悶
ホ
!
ム
(
立
野
町
田

i
m
e
電
語
部

i
六
O
六
O
J

マ
日
時

2
月
7
臼
(
日
)
午
前
日

時
1
ロ
時

マ
会
場
中
央
公
民
舘
大
ホ
ー
ル

マ
講
師
同
横
揖
留
立
大
学
教
授
村

上
嘩
直
氏

マ
槙
題
災
害
現
場
に
学
ぶ
防
災
対

貰マ
問
い
合
わ
せ
先
防
災
課
防
災
原

(
内
韓
三
五
七
)

を
融
問
く

マ
日
時

2
月
四
日
(

A

世
)
午
前
9

時
加
分

rs日
時
泊
分

ヤ
金
場
県
農
業
会
舘
(
駅
南
口
)

7
講
師
洋
ら
ん
研
究
家
石
川
昌

融
氏

マ
内
容
京
語
洋
ら
ん
の
作
り
方

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
湘
南
園
芸
栢

説
セ
ン
ヌ
ー
(
電
話
回

O
五
九

マ
甑
売
B

1
月
四
日
(
祝
)
、
回

目
、
(
上
)
、

2
月
6
司
(
土
)

e

時
間
午
後
1
時
泊
分
3
3時

¥，c. 
が
、
今
後
も
J
Rと
協
力
し
て

用
地
の
確
保
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

ご
質
問
の
歩
道
を
利
用
す
る

マ
場
所
市
役
所
新
舘
(
江
陣
中
学

校
北
関
)

マ
種
類
、
金
額

{
揖
え
蜜
き
型
}
朋
M
U
型

一

手

吉
円
、
国
以
裂
一
千
三
百
円

{
埋
め
込
み
型
}
間
口
型
二
千

四
百
円

守
問
い
合
わ
せ
先
環
境
靖
生
業
務

諜
講
耽
明
日
刊
(
内
綿
五
三

O
)

農
業
要
員
会
で
は
標
準
小
作
料
を

改
定
し
た
。
詳
し
く
は
、
問
委
員
会

事
務
局
(
内
綿
一
一
一
三
八
)
に
お
専
ね

を。マ
課
準
小
作
料
(
回
日
?
当
た
り
)

本
田
一
万
六
千
円
、
畑
一
万
五

千
円
、
関
料
畑
六
千
円

マ
適
用
年
月
日
平
成
4
年
四
月
日

日B

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
安
田
開

託
額
一
ぺ
新
臼
本
証
券
、
山
一
証

券
、
一
一
一
菱
鑑
行
各
ギ
ャ
ラ
リ
ー
)

{
正
汚
特
別
艶
{
絵
画
、
寄
道
、
写

真
、
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
、
盤
景
、
鎌

倉
時
り
)
}
1
周
辺
日
(
火
)
ら
お

司
(
月
)

〔

v
f
ャ
ラ
リ
!
委
員
会
作
品
麗
}
2

月
持
自
(
火
)
3
2
月
8
日
(
月
)

銀理。有料駐輪場の籾潟を

こ
と
に
つ
い
て
は
、
愛
汀
者
の

安
全
を
守
る
た
め
相
当
な
綴
長

が
必
議
と
な
り
ま
す
。
現
在
、

密
口
周
辺
で
は
錦
町
自
転
車
駐

車
場
(
利
用
車
十
二
支
が
・
三
百

十
一
台
収
容
)
と
平
塚
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
(
利
用
m率
五

七
軒
@
五
百
十
台
収
容
)
に
余

裕
が
あ
り
、
し
か
も
利
剤
し
ゃ

-
街
並
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
平
嘩
郵
懐

昂
){

平
壇
榔
土
金
書
道
麗
}
1
月
2
日

(祝
)
3羽
田
(
臼
)

ゆ
市
営
所
市
民
ホ
ー
ル

{
第
羽
田
か
ん
は
資
金
ま
ち
作
り
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
農
示
会
}
1
月
四
日

(水

)js部
自
(
火
)

一
摺
開
時
拙
モ
ニ
タ
j帯
禅

譲

県
で
は
、
平
成
5
年
度
県
政
モ
ニ

タ
:
を
募
集
す
る
。

マ
募
集
期
間

1
月
4
日
(
円
)
3

2
月
3
5
(水
)

マ
資
格
却
歳
以
上
の
県
民
(
た
だ

し
、
公
務
員
や
公
職
選
挙
法
に
よ
る

公
職
に
あ
る
方
、
お
よ
び
県
政
モ
ニ

タ
ー
を
経
験
さ
れ
た
万
は
除
く
)

マ
募
集
人
員
百
五
十
人
(
選
考
)

マ
内
容
モ
】
一
タ
!
会
議
へ
の
出

席
、
県
政
の
特
定
一
ア
!
マ
に
関
す
る

意
見
の
提
出
ほ
か

マ
謝
礼
年
一
万
七
千
円

マ
問
い
合
わ
ザ
井
県
庁
県
民
部
県

民
課
(
電
話
。
四
五
二

C
一

一
一
一
)

{
拐
組
事
賭
講
習
金
}

マ
日
程

2
月
初
日
1

2
月
口
日
の

毎
遊
水
曜
日
、
全
5
回

-
時
間
午
前
日
時
、
日
時

中
会
場
福
祉
会
舘

マ
定
員
却
人
{
先
着
順
)

{
点
字
鱗
留
金
}

7

日
握

2
月
2
H
3
3
月
2
日

(
除
く
2
月
日
山
口
)
の
毎
週
火
曜

日、

A
2
4
E

a

時
間
午
後
2
時
却
分
、
3
時
加

分マ
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
却
人
(
先
着
網
)

申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
も
社
会
福

祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

(
電
話
回
一
一
一
二
三
一
二
)
へ
。

線路需要の籍料重宝職場はいっぱい

を

務

県
立
平
場
高
等
職
業
技
術
校
で
は

平
成
5
年
度
4
月
入
校
の
技
耐
校
生

を
募
集
す
る
。

マ
募
集
職
(
人
員
)
、
訓
練
期
間

φ
義
飾
工
芸
(
日
人
)
1
年

②

イ

ン
テ
リ
ア
工
“
一
品
(
却
人
)
1
年

③

エ
ク
ス
テ
リ
ア
施
1
(
出
入
)
6
か

月
③
住
宅
設
備
施
工
(
加
入
)
6

か
月
③
プ
ラ
ン
ト
施
工
(
却
人
)

6
か
月
⑥
建
設
没
計
(
刊
人
)
6

か
月

日v
申
込
期
間

1
月
8
日
(
金
)
1

3
月
3
日
(
水
)

マ
選
考

3
月
刊
日
(
水
)

マ
選
考
方
法
筆
♂
試
験
(
国
苧

数
字
)
、
面
接

マ
応
募
先
悶
高
等
職

(
電
話
回
一
九
一
一
)

中
小
企
業
経
常
耗
、
経
常
後
継

信
、
経
営
管
理
話
を
対
象
と
し
た
研

悼
講
底
が
開
か
れ
る
。

マ
日
時

2
月
日
日
(
火
)
守
後
2

寺
i
E
i
 

マ
会
場
平
塚
商
工
会
説
明
所

マ
講
師
フ
ロ
野
球
解
説
者
問
摂

潤一一一氏

マ
テ
マ
宕
い
人
材
の
育
て
カ

マ
定
員
二
百
人
(
先
着
順
)

マ
申
込
先
工
業
労
政
課
工
業
保

(
内
線
五
五
O
)

マ
会
場
中
央
公
民
館
大
ホ
1
1

ル

マ
出
構
図
体
真
和
会
費
峯
話
、

松
原
小
学
校
糊
南
シ
1
ウ
イ
ン
ド

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ひ
ま
わ
り
児
童
合

唱
拐
、
ジ
?
ミ

y
ク
ひ
ま
わ
り
ほ
か

V
問
い
合
わ
せ
光
社
会
教
育
課
社

会
教
脊
保
(
内
棉
五
一
一
回
)

県
動
物
保
護
セ
ン
タ
(
毒
J

詰
間

三
回
一
こ
で
は
、
や
む
を
樗
な

い
事
情
で
輯
え
な
く
な
っ
た
犬
、
描

を
引
き
取
っ
て
い
る
。

当
口
、
利
用
さ
れ
る
万
は
印
鑑
、

犬
の
撮
札
、
注
射
持
票
、
愛
犬
手
帳

を
持
害
し
て
い
た
だ
ぎ
た
い
。
停
留

時
凶
同
は
日
分
間
。

マ
期
日
2
月
1
日
(
月
)

マ
場
所
午
前
9
時
田
村
自
治
会

舘、

9
時
自
分
大
野
公
民
館
、

9

時
部
分
調
賀
公
民
館
、
日
時
加
分

花
水
公
民
館
、
日
時
日
分
担
北
公

民
館
、
午
後
2
時
加
分
豊
旧
公
民

館、

1
時
品
分
城
島
公
民
館
、

2

時
羽
分
間
崎
公
民
館

あたたかい
社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
福
祉
ポ

ラ
ン
ラ
ィ
ア
の
助
成
な
こ
に
使
わ
れ

る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
話
回

J
一
一
三
一
一
一
)
へ
。

マ
杖
章
構
掛
義
金
へ
島
ひ
ま
わ
り

…
万
四
一
日
一
一
十
円
、
こ
み
資
招
化
フ

ェ
ア
実
行
委
員
会
じ
万
九
て
一
一
十

四
円
、
木
も
れ
柏
崎
万
一
千
五
百
川

八
十
円
、
日
人
会
一
乙
円
、

7
塚

ス
テ
ー
ン
3

ン
ピ
ル
タ
パ
↓
時
金

4

五

月
円
、
太
洋
中
学
校
2
年
可
能
-

平
一
一
円
九
十
六
円
、
大
八
木
清
正

一
一
千
円
、
外
藤
院
続
一
万
五
千
七

百
七
十
七
円
、
む
つ
み
会
・
み
ど
り

金
一
一
刀
円
、
錦
町
公
雨
雲
諜
会

九
千
斉
一
一
十
九
円
、
手
づ
く
り
ネ
ク

タ
イ
愛
貯
金
五
千
一
一
…
十
円
、
地
南

た
は
こ
商
業
協
同
組
合
婦
人
部
七

万
円
、
平
塚
横
奏
家
協
会
↑
五
万

三
百
円
神
来
川
県
ト
ラ
ソ
ク
協
会

平
塚
支
部
青
年
部
二
万
一
千
四
百

六
寸
円
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
も
ち
っ
さ
い
入

金
実
一
吋
委
員
会
十
七
万
一
千
八
百

三
十
一
円
、
湘
央
建
設
建
口
十
一
万

六
千
八
百
一
二
十
一
一
円
、
部
相
会
一
二

万
円
、
協
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
一

万
五
千
円
、
鈴
木
内
科
外
科
亙
院
一
一

千
百
四
十
八
円
、
甑
尾
克
正
百
万

円
、
普
明
会
教
団
七
万
円
、
伊
藤

勝
江
一
千
三
十
円
、
競
輪
場
第
1

払一一
R
-
同
一
千
六
円
じ
!
?
九
円
、

秋
油
幸
友
一
一
ト
万
円
、
背
久
島

月
@
平
揮
市
老
人
ク
ラ
フ
連
合
会
婦

人
部
ニ
長
谷
川
昏
代
子
各
五
千

円
、
鳥
海
穂
一
・
四
つ
の
終
止
符
実

行
委
員
会
a

平
木
鞍
勝
・
つ
く
し
看

護
婦
家
政
婦
紹
介
所
・
平
塚
さ
っ
き

会
。
杉
山
忠
品
各
一
万
円
、
本
門

仏
立
京
平
離
し
ん
行
寺
・
和
田
ム
メ
子

各
五
万
円
、
す
み
れ
会
・
高
本
拝

各
?
万
円
、
僚
名

(
7
件
)
二
十

万
六
千
六
百
一
一
一
?
円

マ
児
童
謡
楠
祉
へ
・
陵
名
一

T
円

マ
社
金
構
祉
へ
・
臨
時
輝
男
一
一

千
円

門

v
交
滋
灘
兇
へ
・

4
単
帝
会
一
二

万一

Jr七
十
八
円
、
占
田
正
博
一
(
一

万
円
、
華
和
痔
業
平
場
支
民
社
員
~

間
…
一
一
万
一
一
子
一
一
百
五
十
円
、
匿
名

五
千
円

マ
心
身
離
骨
誼
欄
持
者
へ

千
円

匿
名

敬称略

ス
ポ
i
ツ
振
興
基
金
は
、
ス
ポ
ー

ツ
に
関
す
る
講
習
会
、
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
河
す
る
助
説
な
ど
に
慣
わ
れ

る
。
ご
協
み
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ス
ホ
i
ツ
臨
興

財
鴎
(
平
塚
球
場
内
静
電
話
お
む

一
O
一
一
)
へ
。

マ
ス
ポ
ー
ツ
義
金
へ
戸
塚
市
体

奇
指
導
書
員
県
総
協
議
会
一
万
二

手
丹
、

JV
揮
一
輪
車
協
会
一
万
六

千
百
八
十
四
月
、
手
塚
ボ
ウ
j
ン
グ

協
会
十
万
円
、
金
日
地
区
市
民
体

育
レ
ク
リ
エ
ー
シ
コ
ン
実
汀
委
員

会
匂
み
す
ぼ
地
ば
一
市
民
枠
内
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
実
行
普
段
会
各
万

円
、
伏
見
静
夫
・
家
村
延
子
u

ト
泉

政
支
場
小
泉
忠
e

鈴
木
タ
カ
之
了
高

掲
建
夫
キ
広
浜
史
好
・
小
沢
八
重

ぷ
@
清
田
義
弘
各
一
万
円

ヂ
引
揚
議
培

υ

り
ふ
、

fpr義
務
レ
持

ど

d
J
J脅
/
聴

ゆ感

44玄
b
A
μ
ノ

み
ど
り
基
金
は
、
緑
化
団
体
の
助

成
な
と
に
梗
わ
れ
る
。
ご
協
力
を
。

問
い
合
わ
せ
ば
、
み
と
り
公
掴
諌

(
内
縮
四
一
丘
)
へ
。

マ
み
ど
り
基
金
へ
・
四
川
扇
千
代

一
一
万
円
、
協
同
組
合
ま
つ
り
実
行
委

員
会
五
千
円
、
平
場
西
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ

γ
万
一
千
九
百
六
十

円
、
み
ど
り
基
金
募
金
箱
九
千
七

百
六
十
七
円

日計意向駐車そ三塁警 同局議議ゑ η ドバiiAロ子
事こ子でし知くがたの td:安も う j議欝畿饗欝襲襲 密りしげえよのちのあるを{雪
うと供、てらや向すたい表少 応援弘立ず寄P響j記3号?とたんぱうかを子 b干の考に

EHZ屋上室長月料金野熱る磯最多 i~ D，主ギ量EZ君主主吋
がづ持 か い ら に す に 毒 見 え る な F品弘品ずく〆て訟同Z 山ノキ自す河わら格ちま、 Y て
あかちりがずいかははま方つ公認会vえぷ蒜 与さ子る;をれな手はす時ん、
りずがすちのるヘど f可す法て議議詳滋霧器欄怒繁務室薄 けつを中間まどに、か々な今
ま広島量 争 で う 子 持 う か 。 が お ) マエ : ‘ ゐ忠弘てさ県てごどすな伝奇。心気ど
す滋れこすちイ共にしと 学りぷ勢弘ぷ努吉弘評稔亙妥努ぬい」ら の。つえ 3子 に持ん

ぎて、。にに間て手 ベ、例理審議謹襲諮警察機くとや仲間 てての 留ちな

子喜宅午議会三百年芸事警ヨ;ア量湾貌議所:芸~問竺察室警謹吾て長警暴露 Z
み言お主主毒名品誓忠一;: 心iニ額める 雪量民主雪 Z2R雪之と

とゆ「のさ生向がつ分子 てが7"て、うに Fーのな
、とぷかん活出どでの供 し綴ら識しそとは廷でけ

を皇考をぎ早き主主 ZRごき主妥皇室そえ与雪雲 2員宅量護憲民て設
つ持九、のてまく芳さ Fるででをで、の し事主事選せた張るてたまい

と22孟孟ぉ弐雪宍実ぷの議室ミ|与三君 主誌をZE特急患期主夫芸
たとうのは父 て余切るでつくこ緩い子 まり 萄た子隙で待、親い

。悶緩
1 ft3 23日

(土)紅谷パ

ールロード、

2月 6日(土)

ダイクマ平塚庖

※時間午前10

時~午後 3碍

30タナ

敬称略

く〉ごも島カありがとうごぎいきました(12}ヲ}
一敬称略ー

田中貴金属工業平塚工場、八重量捧本舗平理工場、

祭立 五領 ケ台 高校 、県 立平 嘩密 工業技術高校、東海

大 学 体 育 常 任 委 員 会 、 平 埋 葬 十 字献血事f士E君、神奈

川骨髄移植を考える会(以ょE韮体のみ)

思之官室。コ山田神

事保年(1728年〕

一
つ
で
、
山
の
恵
み
を
も
た
ら
し
よ
う
な
舟
裂
の
石
仏
で
「
山
神
滋

て
く
れ
る
神
、
山
の
斉
威
か
ら
守
享
一
保
十
三
年
申
天
十
二
月
八
日
ど

っ
て
く
れ
る
神
と
し
て
信
じ
ら
れ
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
一
一
宇
保
十
一
一
一

て

い

ま

す

。

年

二

七

一

…

八

)

は

約

一

一

清

六

十

平
塚
の
山
の
神
信
ぬ
は
、
、
笛
市
昨
年
ほ
ど
前
で
、
{
路
相
帽
子
(
え
ぼ

丘
稜
地
帯
の
土
震
や
吉
沢
地
区
に
し
)
を
か
ぶ
っ
た
合
掌
像
で
す
。

顕
著
で
す
。
と
吉
沢
に
は
山
の
神
山
の
神
の
お
仏
は
大
変
珍
し
い
も

と
呼
ば
れ
る
集
落
が
あ
り
ま
す
の
で
、
凶
之
{
呂
の
西
町
で
は
一
月

し
、
山
神
社
を
祭
。
、
山
仕
事
十
七
臼
に
十
四
、
五
軒
で
祭
り
を

を
始
め
る
と
き
や
一
月
十
七
日
に
続
け
て
い
ま
す
。

は
、
「
山
の
講
一
と
い
う
祭
り
が
平
塚
南
東
部
の
平
坦
地
は
、
今

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
土
援
の
琵
で
は
市
街
地
と
な
っ
て
怒
像
も
で

琶
で
は
、
今
で
は
一
か
月
遅
れ
の
き
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
は
広
大
な

二
月
十
七
臼
が
山
の
講
の
臼
で
、
松
林
が
あ
っ
て
、
安
町
や
四
之
宮

こ
の
日
に
山
に
入
る
と
け
が
を
す
の
山
の
神
は
、
こ
う
し
た
平
帥
点

る
の
で
、
山
仕
事
は
休
み
、
公
民
の
神
と
し
て
祭
ら
れ
た
と
考
え
ら

銀
に
集
ま
っ
て
山
の
神
の
持
け
結
れ
ま
す
。

を
か
け
て
祭
っ
て
い
ま
す
。
上
古
(
博
物
館
主
任
学
芸
員
小
川
直
之
)
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